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本格始動！小学校プログラミング教育 

 
さいたま市では、2020 年度から小学校で必修化されるプログラミング教育を見据え、

これまで研究指定校における授業研究やプログラミング教育実施に向けた環境整備、

教職員を対象にした各種研修会などを実施してまいりました。 
この度、プログラミング教育をする上で必要不可欠な指導用教材を、株式会社ベネ

ッセコーポレーションと共同開発し、「プログラミング教育指導パッケージ」と題し、

さいたま市立全小学校において活用していきます。 
これにより本市における小学校プログラミング教育への取組が本格始動いたします。 
 

 
１ 平成３１年度、小学校段階におけるプログラミング教育に関する取組について 
（１）「プログラミング教育指導パッケージ」の先行実施校における授業検証開始 
  今回作成した教材を活用し、各区２校、計２０校の先行実施校において授業検証 
を行うことで、教材のさらなる充実を図ります。 
また、平成３１年２月には、先行プレ授業として、市立新和小学校、蓮沼小学校 

において、プログラミングに関する授業公開を行います。 
 
（２）全ての市立小学校においてＩＣＴ支援員を活用したプログラミング教育の教員 

研修を実施 
  全ての市立小学校の教員がプログラミング教育を行えるよう、既に全ての市立小 
学校に配置しているＩＣＴ支援員を講師とし、各学校においてプログラミング教育 
研修会を実施します。 

 
（３）「プログラミング教育コア・ティーチャー研修会」の新設 
  特定非営利活動法人「みんなのコード」が Google 社の支援を受けて実施している 
「プログラミング指導教員養成塾」を本市の教職員対象の研修会として新たに実施 
します。 

 
２ 第１８回さいたま市児童生徒ＩＣＴメディア作品コンクールの結果について 
  さいたま市教育研究会情報教育部が、教育委員会の共催を受け、市立学校の児童 
生徒の情報活用能力の育成及び本市における情報教育の一層の充実・発展のために、 
ＩＣＴを活用した作品のコンクールを実施しています。昨年度に続き、プログラミ 
ング部門の作品が最優秀賞を受賞しました。 
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議題２

小学校プログラミング教育

さいたま市教育委員会
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「小学校新学習指導要領（2020年全面実施）」
●「情報活用能力」を「学習の基盤となる資質・能力」と
位置付け、教科横断的に育成することを明記

●小学校でプログラミングを必修化

取組をし
ていない
５７％

担当を決め
て検討中
１３％

研究会や研修会
をやっている
１３％

授業を実施
している
１６％

教育委員会等における小学校プログラミング教育に関する取組状況等について
文部科学省委託事業（平成30年３月）

平成３０年３月現在、
全国約６割の教育委員
会が、小学校プログラ
ミング教育に対して
取組をしてない状況
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①ＩＣＴ教育指導者養成講座の実施（Ｈ20年度～・200名以上受講）

②さいたま市メディア作品コンクールの開催（Ｈ１３年度～）

③球体型ロボットSphero（スフィロ）を活用した

授業研究（H28七里小）

④文部科学省情報教育振興室 安彦広斉室長による講演（H30.4）

⑤クラブ活動でプログラミング教育を実施（59／103校）
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①「プログラミング教育指導パッケージ」

②ＩＣＴ支援員を活用した
プログラミング教育研修

③プログラミング教育
コア・ティーチャー研修会
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①「プログラミング教育指導パッケージ」

＜学習指導案＞ ＜指導資料＞

＜児童用教材＞
誰でもすぐに授業できる！
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1 3 日時計をつくろう 深 ● ● ● Ｓｃｒａｔｃｈで日時計をつくる活動を通して、１日の影の向きの変化と太陽の動きについて理解を深める。

2 4 自分の考えを伝えるには 深 ● ● ●
Ｓｃｒａｔｃｈで作文の骨組みを組み立てる活動を通して、段落の構成を理解し、自分の考えが明確になる

ように文章を書くことができる。

3 4 知っている都道府県を地図帳でたしかめよう 深 ● ● ●
Ｓｃｒａｔｃｈでの「わたしたちの県」クイズづくりを通して、４７都道府県の名称や位置、特産品などに関心

をもつ。

4 4 平面上や空間内の点の位置の表し方 深 ● ●
Ｓｃｒａｔｃｈでネコに風船をとらせる活動を通して、平面上や空間内の点の位置の表し方について理解す

る。

5 4 三位数÷一位数 深 ● ●
Ｓｃｒａｔｃｈで筆算の仕方の手順を考える活動を通して、三位数÷一位数＝二位数（首位に商がたたな

い）の筆算の仕方を理解し計算できる。

6 5 構成を考えて物語をアニメーションにしよう 深 ● ● ●
Ｓｃｒａｔｃｈで物語をアニメーションにする活動を通して、物語の構成や場面の様子や人物の気持ちを見

る人に伝えることができる。

7 5 正多角形の作図 深 ● ● ●
正多角形の作図の仕方をＳｃｒａｔｃｈでプログラミングする活動を通して、正多角形の構成要素や性質を

再確認する。

8 6 身の回りの電気の利用 深 ● ●
プログラミングを体験しながら、コンピュータにはプログラムが活用され、条件に応じて動作しているこ

と、日常生活の様々な場面で役立っていることに気付く。

目標 No.
学
年

カ
テ
ゴ
リ
※

教材名

教科等 資料等

プログラミング教育指導パッケージ教材集（案）

16 3･4 すきなことを、つたえよう 基 ● ● ● ● ● 自分で決めた手順に従って、好きなことを伝える作品のプログラムを作ることができる。

17 3･4 ２つのものを同時にうごかそう 基 ● ● ● ● ２つの処理が同時に動く作品を参考に、スプライトに２つの動きをつけることができる。

18 3･4 楽器を鳴らしてみよう 基 ● ● ● ● ● 楽器を鳴らす作品を作ることができる。

19 3･4 図形を動かそう 基 ● ● ● ● ● 繰り返し処理を使って、図形を動かすことができる。

20 3･4 アニメーションをつくろう 基 ● ● ● ● ● ● 自分で決めた手順に従ってアニメーションを作ることができる。

21 3･4 音楽ビデオをつくろう 基 ● ● ● ● ● 音楽データを使って、自分で企画した音楽ビデオを作ることができる。

22 5･6 おそうじロボット 基 ● ● ● ● ● ● 繰り返しや条件のブロックを使って意図した動きをＳｃｒａｔｃｈで表現することができる。

23 5･6 おしゃべりロボット 基 ● ● ● ● ● ● メッセージブロックを使って、意図した動きをＳｃｒａｔｃｈで表現することができる。

24 5･6 メッセージングでアニメーションをつくろう 基 ● ● ● ● ● キャラクターが会話をする作品を作ることができる。

25 5･6 ペンで模様をかこう 基 ● ● ● ● ● ペンで線を描くスクリプトを使って、模様を描くことができる。

26 5･6 演算ブロックを使おう 基 ● ● ● ● ● 演算ブロックを使って計算処理をプログラムすることができる。

27 5･6 クローンでスプライトを増やそう 基 ● ● ● ● クローン（複製）ブロックを使って、ゲームを作ることができる。

28 5･6 動作や音に反応させよう 基 ● ● ● ● ● カメラの映像や音声に反応するプログラムを作ることができる。

※　｢深｣…教科の学びを深めるプログラミングの授業　　｢基｣…Scratchの基礎を学ぶ授業

小学校１～６年生まで全２８種類の教材を開発

①「プログラミング教育指導パッケージ」
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①「プログラミング教育指導パッケージ」

小学校５年 正多角形の作図
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①「プログラミング教育指導パッケージ」

浦和別所小学校
沼影小学校

本太小学校
大東小学校

田島小学校
神田小学校

桜木小学校
上小小学校

大砂土小学校
つばさ小学校

蓮沼小学校
海老沼小学校

宮前小学校
馬宮東小学校

大戸小学校
下落合小学校

城南小学校
新和小学校

原山小学校
道祖土小学校

先行検証実施校２０校において授業を実施
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①「プログラミング教育指導パッケージ」

平成３１年２月２７日（水）
蓮沼小学校
６年生の授業 片山 賢 教諭

平成３１年２月２７日（水）
蓮沼小学校
６年生の授業 片山 賢 教諭

平成３１年２月１８日（月）
新和小学校
１年生の授業 酒井 康 教諭

平成３１年２月１８日（月）
新和小学校
１年生の授業 酒井 康 教諭

先行プレ授業を平成３１年２月に実施
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②ＩＣＴ支援員を活用した
プログラミング教育研修

平成21年度より市立小・特別支援学校に
ＩＣＴ支援員を配置

平成３１年度の夏季休業中に
全ての市立小学校において
ＩＣＴ支援員を指導者とし、

プログラミング教育
研修会を実施。

すべての市立小学校教職員
が指導できるように

31



③プログラミング教育
コア・ティーチャー研修会

教育委員会がＮＰＯ法人「みんなの
コード」と連携して実施。

※Ｇｏｏｇｌｅ社の支援を受ける

今後の小学校プログラミング教育の
核となる教職員を育成。

プログラミング教育に特化した
「コア･ティーチャー研修会」

官民連携の取組
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「写真アップ 自分の危険も アップする」

浦和別所小学校 ６年生 西尾 美凛 さん

情報モラルの部（標語）

「ミスター☆クラウディー」

神田小学校 ４年生 髙田 悠生 さん

ＩＣＴメディア作品の部（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ）

２年連続
受賞！
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最優秀賞

最優秀賞



34



①「プログラミング教育指導パッケージ」

②ICT支援員を活用したプログラミング教育研修

③プログラミング教育コア・ティーチャー研修会

議題２ 終了 35


